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払 対称的束縛状態に2電子を(当然スピンを反平行にして)置いたものである｡ 第 1


























存在する｡漸近線 vl とv2の存在は次のようにして理解される(尚,今の場合 ,｡-
1)｡ ポテンシャルが弱い時は,束縛状態ができたと言っても,その波動函数は大きく
拡がっている｡従って電子の波動函数の振幅は不純物原子の近くでも小さく,電子間に
は殆ど相互作用が働かない｡ポテンシャルが深い時には,束縛状態の波動函数は不純物
原子のまわりによく局在している｡従ってドナー対が極性状態にあると2電子間には非
常に強い相互作用が働 く｡そこで電子はむしろ互いに避け合って,その結果 ドナー対は
無極性状態に落着く｡この時には,ドナー対は水素様分子を形成するというよりもむし
ろ,常磁性不純物原子対を形成していると言った方がよい｡図は,このような不純物ス
ピン間に働く交換相互作用が,常に反強磁性的であることを示している｡こうして我々
は,次のような ドナー対の括像に到達した｡すなわち,Ⅴ<vlでは常に水素様分子'
しかしvl< Ⅴ <v2では,電子間相互作用がある程度以上大きくなると,水素分子
イオンになり得る･最後にvl< V ではむしろ不純物スピン対とみなされ,スピン対
の間に働く相互作用は反強磁性的である｡
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